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 ▶︎二十四節気：穀雨 こくう　4月20日～5月5日頃　

📍

 4月20日～4月24日頃　葭始生（あしはじめてしょうず）
　　水辺の葭が芽吹き始め、山野の植物が緑一色に輝き始める頃。

📍

 4月25日～4月29日頃　霜止出苗（しもやんでなえいづる）
　　暖かくなり、霜も降らなくなり、苗がすくすくと育つ頃。

📍

 4月30日～5月4日頃　牡丹華（ぼたんはなさく）
　　百花の王である牡丹が開花し始める頃。

地上にあるたくさんの穀物に、天からの贈り物でもある恵みの雨が降り注ぐ頃。

 ▶︎二十四節気：立夏 りっか　5月5日～5月19日頃
夏の始まりの時期です。さわやかな青空に、こいのぼりが気持ちよさそうに泳ぎます。

📍

 5月5日～5月9日頃　蛙始鳴（かわずはじめてなく）
　　春先に冬眠から目覚めた蛙が、元気に活動し始める頃。

📍

 5月10日～5月14日頃　蚯蚓出（みみずいずる）
　　冬眠していたミミズが土の中から出てくる頃。

📍

 5月15日～5月19日頃　竹笋生（たけのこしょうず）
　　竹の子の最盛期。種類は多く、三月から六月頃まで収穫される。

公民館HP

　平成27年度（2015年）に公民館長を引き受けて、今年度で10年目を迎えます。この機会に９年間のたよりの記事や、
計画書類、膨大な写真などを記録し見直すため「こうみんかん note」https://note.com/akasakisite/　　　に記録す
る事にしました。写真と共に、考えたことなどをまとめていく予定です。随時追加していきますのでご覧ください。
　ほとんどの公民館では、様々な分野をまんべんなく行なっていますが、「染織のものつくり」に特化した公民館があって
もいいのではと、2015年夏に藍染を始めました。コロナ禍で中止していましたが、より充実させて再スタートします。

▶︎  令和6年度（2024年）の公民館講座の計画について

暦生活HP

🟢

 藍染教室　　　　　　　　　  　　　　   　　
テラスに大きなペールを置き、常
時藍染液を用意しておきます。6
月から9月頃、気温が低くなる前
まで体験できます。木綿や麻がよ
く染まります。火を使わず、染色
時間が短いので、子供にも安全で
大人数でも対応できます。

左上が枇杷の葉で染めたスカーフ。中
右上が公民館に植えてあるユーカリの
葉で染めた羊毛、右下は柿渋の刷毛染
めです。季節の草花木を使い一年中何
かしらの染めを行えます。染める物は
絹やウールが最良ですが、綿麻素材も
可能です。柿渋の刷毛染めは春～夏場
が良く、綿や麻素材向きです。

🟢

 植物染め教室
古い布を紐状に裂き、もう一度織ること
で新しい布が生まれます。古くなったり
不要となった布を利用して、リサイクル
の布を作る工程を伝え、共に作って行け
る人を増やしたいと考えています。織り
体験や、糸車で綿を糸に紡ぐ作業も、見
て触って知ってほしいと考えています。

🟢

 裂き織りアトリエ＋手織体験

https://note.com/akasakisite/
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　災害時にどこへ避難すればいいのでしょうか？災害の危険から命を守るために緊急的に避難をする「指定緊急避難場所」
が、洪水、土砂災害、地震、津波、大規模な火災ごとに指定されています。新温泉町の総合防災マップやWebページに
「指定緊急避難場所」が掲載されています。表１に赤崎地区公民館関係の高潮津波を除いたものを示します。残念ながら、
集落内の指定緊急避難場所は、土砂災害の場合不適、他の避難場所へ避難する（安全な場所への移動、近隣の高い場所など
への移動など）よう注釈が付されています。どこか安全な場所への避難が必要だということになります。赤崎・和田と田
井・指杭は状況が異なりますので別々に書きます。赤崎・和田地区を対象地域とする指定緊急避難場所はいずれも土砂災害
には適しておらず、安全な場所を探す必要があります。しかしながら集落が位置する谷底の低平地には土砂災害から免れる
場所を探すのは容易でありません。集落外に大雨による土砂災害や洪水災害の心配のない場所を探す必要があります。田
井・指杭地区は土砂災害の危険がある場合に安全な指定緊急避難場所として、田井公園があります。しかし、集落内から集
落外の田井公園への移動は大雨の中では簡単ではありません。また、避難場所から集落や避難経路の状況が確認できないの
で、未だ避難場所に到達していない人の確認などにあまり適していません。いずれの地区でも指定緊急避難場所以外に安全

 防災 特別寄稿：田中茂信 「ふるさとの防災について考える」 第７回
▶︎ 避難を自分事として考える

　皆さん、新年度が始まり山も装いを変えつつあり、色々なものが新しい雰囲気で始まるようです。私は昔やってたラジオ
体操をまたはじめました。この頃ラジオ体操の効用について次のように感じています。朝6時30分にテーマ曲が流れると
気持ちも爽やかになります。ラジオ体操第一は少し穏やかに体を動かすことで体を慣らすことができます。首の運動を挟ん
で、第二では少し活発に体を動かします。第一と第二を続けることにより体が徐々に動くようになっていくのが実感できま
す。体操前に前屈などできないものが、体操の後では苦もなくできるのです。でも時にはラジオ体操の時間になっても気が
向かないこともあります。２～３日続けると今度は今日も起きなければというふうになります。こうなったら、もうしめた
ものです。

　前号では、津波対策の基本は高いところに逃げる・高いところに居住するですが、それが難しいところの事例として、田
老と普代を取り上げ、施設だけでは守りきれない所で普段からの津波防災訓練の重要であることを紹介しました。

　今度は赤崎地区公民館の管内に振り返って見てみたいと思います。これまでの話で書きましたように、本地区で最も警戒
すべきハザード（危険）は津波や高潮、洪水ではありません。土砂災害です。４つの集落は複数の沢の下流部にありますの
で、複数の沢での同時多発的な土石流の場合は、壊滅的な被害となり得ます。即ち、豪雨時に適切に避難しなかれば命取り
になるという点で田老や普代地区とよく似ていると言えます。大雨の際は、危険となる可能性のある場所を避けて避難する
必要があります。ちなみに、本地域の津波については、兵庫県の資料で、満潮時に丹後半島沖の海底断層により引き起こさ
れるもので、田井の浜で最高津波水位4.5mとなっています。

表1指定緊急避難場所（赤崎地区公民館関係、高潮・津波を除く）
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な場所が確保できれば良いのですが、簡単には見つかりそうに思えません。このような中、絶対安全とは言い切れません
が、経験的に比較的安全だった場所に避難するという考え方もあります。一種の緊急安全確保（後述）です。

　では、いつ避難すべきでしょうか？危険な状況になる前と言っても普段降っているような雨で避難することは非現実的で
す。かと言って、雨がある程度降った後ではタイミングを失うことがあります。継続的に大雨が降ると、まず、警戒レベル
3の「高齢者等避難」になります。さらに、高齢者等の避難が完了する前に警戒レベル４の「危険な場所から全員避難」と
なる可能性がゼロではありません。できるだけ早めの避難が大事です。行政からの情報を待つのではなく、昨年12月号に
紹介しました土砂キキクルをチェックする様にしてください。早めが肝心な理由として、例えば200mmの累加雨量に達す
るのに要する時間は雨量強度（1時間あたりの雨量）が大きいと短くなります。それに加え、雨量強度が大きくなると地上
に到達する雨が地中に浸透する割合が少なくなり大量の水が沢を流下しますので、雨による沢水の変化も急激になります。
即ち、雨だけでも大変な上に、短時間で見たこともない光景が現れるようになり、危険要因が加速度的に多くなります。さ
らに、よく言われる人間の正常性バイアスも対応を遅らせる原因となります。
　指定緊急避難場所が指定されていて、避難指示が発令されれば、一般に指定された場所に避難するものと思い込んでしま
いますが、住居から指定緊急避難場所への立ち退き避難にあたっては、避難経路やタイミングにより安全でなくなることが
ありえます。立ち退き避難の適時を失って、避難がむしろ危険になる時には、その時点でいる場所よりも相対的に安全であ
る場所へ直ちに移動等する「緊急安全確保」がありますが、この場合は身の安全を確保できるとは限らないことに留意すべ
きです。

　そもそも「避難」とは、「難」を避けることです。指定緊急避難場所以外に、安全な親戚・知人宅、ホテル・旅館等の自
主的な避難先へ避難することも選択肢としてあります。「難」は長い時間の中ではほんの一瞬です。それさえ避ければ良い
のです。避難指示の発令を待つ必要もありません。早めに避難して昔の災害の話などを思い出して話し合うのも災害の文化
を次世代に伝える絶好の機会かもしれません。

　全国の災害事例と比較すると、新温泉町は災害となる大雨の規模が小さく頻度が少ないように感じています。しかし、新
温泉町の総合防災マップを見ると、旧温泉町の比較的標高の高い集落のいくつかを除き、多くの集落が土砂災害警戒区域の
中にあり、なかなか災害対策が難しいことがわかります。災害はいつやってくるかわかりません。いつもとちょっと違う兆
候の場合には早めに避難することが肝心です。参考資料に、新温泉町に関わる防災情報や、新温泉町を中心とする範囲の土
砂キキクルや浸水キキクルに、直接アクセスできるWebサイトのリンクを載せておきましたのでご活用ください。

＜参考文献・関連情報＞

▶︎  ４月14日(日)　巣塔の横の電柱で、コウノトリは考え中
「っていうか、なぜ、そこに？」と思わず声を上げま
した。そっと車のドアを開けて写真を撮りました。目
を凝らして眺めていると、頭をもたげ仲むつまじく寄
り添う姿がありました。巣塔の横の大きな桜が満開の
日の、穏やかな時間でした。調べると、コウノトリは
ペア相手を慎重に吟味するらしく、2羽で居てもカップ
ルとは限らないそうです。静かに見守りましょう。

◾

兵庫県、日本海沿岸地域の津波浸水想定について(解説)
　https://web.pref.hyogo.lg.jp/kk37/documents/nihonkaitsunamikaisetsu.pdf

◾

新温泉町、指定緊急避難場所
　https://www.town.shinonsen.hyogo.jp/uppdf/1676622576.pdf

◾

気象庁、新温泉町の防災情報
　https://www.jma.go.jp/bosai/#pattern=default&area_type=class20s&area_code=2858600

◾

土砂キキクル（新温泉町を中心とする範囲）
　https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:land/lat:35.559043/lon:134.479523/zoom:10/colordepth:norml

◾

浸水キキクル（新温泉町を中心とする範囲）
　https://www.jma.go.jp/bosai/risk/#elements:inund/lat:35.559602/lon:134.479523/zoom:10/colordepth:normal

◾

新温泉町、日本海沿岸地域津波浸水想定図について
　https://www.town.shinonsen.hyogo.jp/page/?mode=detail&page_id=bf446897381c47c77a4c4b40a7108037
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赤崎地区公民館へのお問い合わせ
〠669-6714 兵庫県美方郡新温泉町赤崎631番地  
☎(0796)82-3678　公民館長　二階堂 寿江(にかいどうとしえ）

FAX       ( 0796 )82 -5563
電話(携帯)  090 8233 0843 
Mail toshienikaido@icloud.com
メールアドレスQRコード➡

赤崎地区公民館HP　　　　　ht t p s : / / a k a s a k i . s i t e /

R06年（2024年）4月25日(第４木曜日)発行　　赤崎地区公民館だより　第06-01号 4P

           日                     月                     火                     水                     木                     金                     土

＃能登町
＃珠洲市
＃輪島市
＃穴水町
＃志賀町

▼移動図書館　第4水曜
　和田　14:25~14:40　赤崎　14:50~15:05
　田井　15:50~16:05　指杭　16:10~16:25

https://akasaki.site/

